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お
知
ら
せ
と
お
願
い

一
、
第
一
三
〇
・
一
三
一
合
併
号
か
ら
投
稿
規
定
・
執
筆
要
領
が
新
し

く
な
り
ま
し
た
。
本
号
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

二
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
今
後
、
各
種
お
知
ら
せ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
ま

い
り
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://sites.google.com
/view

/hgsku

三
、
本
誌
の
原
稿
締
切
日
は
三
月
末
日
及
び
九
月
末
日
、
刊
行
日
は
七

月
末
日
及
び
一
月
末
日
で
す
。
次
号
（
第
一
三
五
号
）
の
原
稿
締
切

日
は
二
〇
二
一
年
九
月
末
日
、
刊
行
日
は
二
〇
二
二
年
一
月
末
日
と

な
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

四
、
本
誌
に
「
会
員
の
発
表
論
文
目
録
」
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
発
表
論
文
等
を
当
会
宛
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
次
号

（
第
一
三
五
号
）
で
は
二
〇
二
一
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
に
発
表
さ

れ
た
論
文
等
が
掲
載
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
際
に
は
、
実
際
の
掲
載
例
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
書
誌
情
報

に
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。shichi@

cm
.kansai-

u.ac.jp

宛
に
電
子
メ
ー
ル
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

五
、
今
後
会
員
の
博
士
論
文
題
目
を
随
時
掲
載
い
た
し
ま
す
。
今
年
度

以
降
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
氏
名
・
博
士
論
文
題
目
・
博
士

号
取
得
機
関
・
取
得
年
月
日
をshichi@

cm
.kansai-u.ac.jp

宛
に
電

子
メ
ー
ル
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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編
集
後
記

皆
様
、
近
頃
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。『
史
泉
』
一
三
四
号

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
お
忙
し
い
中
、
御
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま

し
た
執
筆
者
の
皆
様
に
は
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
号
に
は
、
論
文
一
篇
・
調
査
報
告
一
篇
・
書
評
一
篇
・
二
〇
二
〇
年

度
優
秀
卒
業
論
文
要
旨
・
二
〇
二
一
年
三
月
期
博
士
論
文
題
目
・
会
員
の

発
表
論
文
目
録
・
史
学
地
理
学
会
大
会
の
会
告
を
収
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
無
事
に
新
た
な
『
史
泉
』
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
未
だ
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
活
動
が
少
し
で
も
よ
い
方
向
に
向
か
う
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
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